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・豊かな心とたくましい心身を培います。（徳）（体）
・自らの生き方を創る力を伸ばします。（知）
・共に生きる態度を大切にします。（公）（開）

学校
概要
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児童生徒数： 354 人 主な関係校： 本宿小学校　鶴ケ峯小学校　左近山小学校

松本　直人 3 学期制 一般学級： 10 個別支援学級：

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

本宿中 小中一貫教育推進ブロックにおける
育成を目指す資質・能力を踏まえた

「９年間で育てる子ども像」と具体的取組ブロック

・自分自身を高めていく力
・課題を見つけ、それを解決する力
・人とコミュニケーションをとる力
・持続可能な社会の創造に貢献する力

本宿中学校
本宿小学校

・人や自然とのかかわりの中で、豊かな心情を育む子ども
・自らの課題の解決を図り、生き方を創ろうとする子ども

・3年間を見通したキャリア教育を実施する中で自らをしっかり見つめ、自分の生き方
を創る力を育みます。また福祉体験などを通して共に生きようとする意識を育てま
す。
・各教科領域で主体的な学びを実現します。また、学力定着に困難を抱える生徒に
きめ細かな学習支援を実施します。
・本宿小中9年間の特色ある教育を目指します。
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■　基礎・基本を身に付け、自ら問題を発見し、よりよく解決する力を育てます。（知）
■　知識や経験を活かし、主体的に考え、意欲的に学び続ける力を育てます。（知）
■　自分を大切にし、しなやかに生きる力を育み、自分を律する態度を育てます。（徳）
■　自ら健康を保持増進しようとする態度を育てます。（体）
■　自分の役割や働くことの意義を理解し、地域や社会のために他者と協働する力を育てます。（公）
■　グローバルな視野を持ち、持続可能な社会の実現に向けて行動する力を育てます。（開）

重点取組分野 具体的取組

知 確かな学力
各教科で生徒の実態をしっかり把握して、「主体的で対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業改善を行う。学習
支援が必要な生徒を対象に特別支援教室「タンポポ」の利用を促進するとともに、ＩＣＴ機器等を活用して個に応じ
た学びを充実していく。

担当 学習指導部

いじめへの対応
「本宿中学校いじめ防止基本方針」に則り、いじめの未然防止、早期発見に努める。特に、教育相談やアンケート
の活用を通して実態の把握をするとともに、日頃から生徒や保護者とコミュニケーションをよくとり、「だれもが安心
して、豊かに」生活できるような学校を目指す。

担当 生徒指導部

徳 豊かな心
日頃のあらゆる教育活動を通して人権意識を高め、自分を大切にし、人を思いやる優しさを育てる。「だれもが安
心して、豊かに」過ごせる学校をめざし、道徳教育の充実を図る。

担当 学習指導部

体 健やかな体
生涯にわたって健康で安心安全な生活を送る姿勢の素地を養うため、「体力・運動能力調査」の分析チャート等を
活用して、運動習慣の確立と体力向上に努める。「横浜市立学校部活動ガイドライン」をもとに、持続可能な部活
動の実現に努める。家庭と連携し、生徒の食育に対する関心を高め、健やかなからだ作りの意識を高める。

担当 保健指導部

公
開

キャリア教育
１年次は職業講話、２年次は職場体験、3年次は自らの進路への取り組みを通して、働くことや社会へ参画するこ
とを自分事として捉え、社会的・職業的自立に向けて必要な資質・能力を身に付ける。ボランティア活動を推奨し、
地位貢献や社会参画の意識を育てる。

担当 教育課程研究委員会

人材育成・
組織運営(働き方)

小規模校に適した職員組織になるよう見直しを行い、それが機能するように風通しが良い職員同士の関係をつく
る。メンターチームを活用し、若手の職員が活躍する場面を作る。

担当 研修部

国際理解教育
本校の特色である「アートマイルプロジェクト」を今年度も有志生徒を募り、継続して行くと共に、グローバルな感
覚やSDGｓ（持続可能な開発目標）への感覚も養う。さらに、「地球のステージ」（昨年度実施）などの講演を鑑賞
し、さらにグローバルな視野を広げる。

担当 国際理解教育担当

担当

福祉教育
高齢者や障害者の方の講話を聞いたり、福祉活動を体験したりする取り組みを通し、高齢化社会の課題や障害
者について認識を深めると共に、皆が一緒に豊かに暮らせる街づくりの意識を育てる。また、進んで人や社会の
ために貢献する態度を育てる。

担当 教育課程研究委員会

地域連携
令和4年度に「本宿中学校・小学校運営協議会」を立ち上げ、地域とともにある学校を目指す。また、令和3年11月
から「本宿小・中地域学校協働本部」を立ち上げ、学校と地域の連携の活性化を図っている。

担当 総務部渉外担当


